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４
日
間
審
査
を
実
施

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成
30

年
度
一
般
会
計
、
７
特
別
会
計
、

２
事
業
会
計
の
決
算
は
、
９
月
９

日
、
11
日
か
ら
13
日
の
４
日
間
に

わ
た
り
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

各
会
計
を
細
か
く
審
査

　

審
査
は
、
会
計
ご
と
に
行
わ
れ
、

適
正
に
支
出
さ
れ
て
い
る
か
、
不

用
額
は
妥
当
で
あ
る
か
、
事
業
の

成
果
は
あ
っ
た
の
か
な
ど
、
細
か

く
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
す
べ
て
の
会
計
を
一

括
し
た
討
論
が
行
わ
れ
、
採
決
の

結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り「
認
定

す
べ
き
も
の
」と
決
定
し
ま
し
た
。

決
算
は
本
会
議
で
最
終
採
決

　

９
月
25
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

会
計
ご
と
に
採
決
を
行
い
、
す
べ

て
の
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

※�

主
な
質
疑
、
討
論
は
４
ペ
ー
ジ

か
ら
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会

平成３０年度　決算審査
一般会計、７特別会計、２事業会計を審査
すべての会計決算を認定

国庫支出金
12億6,428万円　8.5%

各種交付金   4億8,944万円　3.3%

地方譲与税   3億0,825万円　2.1%
町債   13億4,990万円
9.0%

道支出金   32億6,090万円　21.8%

地方交付税
34億8,470万円
23.3%

地方交付税
34億8,470万円
23.3%

32.1%32.1%

67.9%67.9%

繰越金   3億1,536万円　2.1%

財産収入・寄附金・   
繰入金 
2億5,171万円　1.7%

諸収入　5億7,383万円
3.8%

負担金・使用料・手数料   5億2,805万円　3.5%

町税　31億2,933万円　20.9%

収入
（歳入）

自
主
財

源

依

存

財

源

その他   8,604万円　0.6%

総務費   6億4,235万円　4.4%

商工費   6億6,864万円　4.6%

消防費   7億4,180万円　5.1%

災害復旧費
7億4,301万円　5.1%

土木費
10億1,482万円
7.0%　　　

土木費
10億1,482万円
7.0%　　　

公債費　7億7,597万円　5.3%公債費　7億7,597万円　5.3%

農林産業費
35億0,267万円
24.1%

農林産業費
35億0,267万円
24.1%

職員費
14億4,254万円

9.9%

職員費
14億4,254万円

9.9%

衛生費
12億2,218万円

8.4%

衛生費
12億2,218万円

8.4%
教育費

13億5,148万円
9.3%

教育費
13億5,148万円

9.3%

民生費
23億6,169万円
16.2%

民生費
23億6,169万円
16.2%

支出
（歳出）

特集
一般会計の歳出総額　145億5,319万円

一般会計と特別会計の歳出 196億１,382万円
平成30年度 平成29年度 増減額

総　額 145億5,318万円 135億6,143万円 9億9,175万円

農林産業費 35億0,267万円 11億5,028万円 23億5,239万円
民 生 費 23億6,169万円 27億7,975万円 －4億1,806万円
職 員 費 14億4,254万円 14億1,149万円 3,105万円
教 育 費 13億5,148万円 18億7,354万円 －5億2,206万円
衛 生 費 12億2,218万円 14億1,261万円 －1億9,043万円
土 木 費 10億1,482万円 9億5,567万円 5,915万円
公 債 費 7億7,597万円 7億9,391万円 －1,794万円
災害復旧費 7億4,301万円 14億0,644万円 －6億6,343万円
消 防 費 7億4,180万円 3億8,426万円 3億5,754万円
商 工 費 6億6,864万円 6億3,375万円 3,489万円
総 務 費 6億4,235万円 6億7,217万円 －2,982万円
そ の 他 8,604万円 8,756万円 －152万円

平成30年度 平成29年度 増減額

総　額 149億5,575万円 138億7,679万円 10億7,896万円

町 税 31億2,933万円 29億7,765万円 1億5,168万円
諸 収 入 5億7,383万円 8億2,794万円 －2億5,411万円
負担金・使用料・手数料 5億2,805万円 5億3,428万円 －623万円
繰 越 金 3億1,536万円 2億7,311万円 4,225万円
財産収入・寄附金・繰入金 2億5,171万円 6億8,972万円 －4億3,801万円
地 方 交 付 税 34億8,470万円 35億4,733万円 －6,263万円
道 支 出 金 32億6,090万円 9億7,129万円 22億8,961万円
町 債 13億4,990万円 12億2,250万円 1億2,740万円
国 庫 支 出 金 12億6,428万円 20億3,292万円 －7億6,864万円
各 種 交 付 金 4億8,944万円 4億9,435万円 －491万円
地 方 譲 与 税 3億0,825万円 3億0,570万円 255万円

ごみ処理や病気予防などに

65,921円
（75,702円）

借入金返済に

41,854円
（42,546円）

高齢者や児童の福祉などに

127,383円
（148,968円）

情報化推進などに

34,647円
（36,021円）

河川・道路・公園の整備などに

54,737円
（51,214円）

産業振興などに

224,990円
（95,607円）

学校・公民館・体育館
などに

72,895円
（100,404円）

消防・救急活動などに

40,011円
（20,592円）

職員費に

77,807円
（75,642円）

その他に

4,641円
（4,692円）

災害復旧などに

40,076円
（75,371円）

町民１人当たりの支出　　784,961円（726,764円）
町民１人当たりの貯金　約191,000円（約192,000円）
町民１人当たりの借金　約510,000円（約472,000円）

※平成31年３月31日現在の人
　口18,540人で算出。
※（　）内の数字は平成29年度
　決算の額

特別会計

会計名 歳入（収入） 歳出（支出）

国民健康保険 22億5,729万円 21億7,937万円

後期高齢者医療 2億7,163万円 2億6,985万円

介 護 保 険 18億3,835万円 17億9,768万円

地域開発事業 5億0,654万円 2,312万円

公 共 下 水 道 5億5,178万円 5億2,959万円

集 落 排 水 1億3,590万円 1億3,363万円

簡 易 水 道 1億3,834万円 1億2,739万円

会計名 歳入（収入） 歳出（支出）

一 般 会 計 149億5,575万円 145億5,319万円

事業会計

会計名 歳入（収入） 歳出（支出）

上 水 道 4億9,046万円 4億4,127万円

公立芽室病院 20億4,634万円 21億5,773万円

※事業会計は収益的収支を掲載しています。

次
の
ペ
ー
ジ
は「
ど
う
活
か
さ
れ
た
？
私
た
ち
の
お
金
! !
」

特
集　

平
成
30
年
度　

決
算
審
査
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次
の
ペ
ー
ジ
は「
賛
成
×
反
対　

討
論
」

ど
う
活
か
さ
れ
た
？

私
た
ち
の
お
金
‼

　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
は
、
各
会
計
、
予
算
科
目

ご
と
に
町
が
決
算
書
の
説
明
を
行
い
、
議
員
が
質
疑

を
行
う
形
式
で
審
査
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

一
部
の
質
疑
と
答
弁
を
抜
粋
・
要
約
し
て
掲
載
し

ま
す
。

質疑数

143
審査時間

９時間
23分

じ
ん
芥
処
理
費
「
ご
み
排
出
量
の
削
減
」

問

渡
辺
委
員
／
計
画
で
は
ご
み
排
出
量
の
10
％
削
減
を
目
指
し
て
い
る
が
、

実
際
に
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
町
民
に
向
け
た
意
識
改
善
や
計
画
に
記
載
し

た
取
り
組
み
は
ど
う
進
め
て
き
た
の
か
。

答

住
民
生
活
課
長
／
ダ
メ
シ
ー
ル
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
な
ど
で
抜
き
打

ち
検
査
や
広
報
誌
に
よ
る
啓
発
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ゴ
ミ
の
大
半
は
包
装

容
器
等
で
あ
り
、
資
源
化
も
含
め
て
事
業
者
・
町
民
と
進
め
る
考
え
で
す
。

衛生費
農
業
振
興
費
「
外
国
人
労
働
者
」

問

黒
田
委
員
／
外
国
人
労
働
者
関
連
の
旅
費
が
支
出
さ
れ
て
い
る
が
何
か

成
果
は
あ
っ
た
の
か
。

答

農
林
課
長
／
制
度
改
正
の
説
明
会
に
参
加
し
た
も
の
で
す
。
労
働
力
不

足
は
Ｊ
Ａ
と
も
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
外
国
人
に
特
化
し
た
進
め
方
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
労
働
支
援
・
新
規
就
農
・
配
偶
者
対
策
を
Ｊ
Ａ
、
農
業
委

員
会
と
協
力
し
て
進
め
る
考
え
で
す
。

問

広
瀬
委
員
／
経
常
収
支
比
率
が
84
・
９
％
と
硬
直
化
し
て
い
る
。
今
後

も
歳
入
は
減
少
し
社
会
保
障
費
は
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
住
民
に

我
慢
し
て
も
ら
う
と
い
う
決
断
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

答

副
町
長
／
歳
入
が
変
わ
ら
な
い
中
、
高
齢
者
の
増
加
を
要
因
と
し
て
扶

助
費
が
特
に
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
仕
方
に
つ
い
て

は
、「
な
く
て
は
な
ら
な
い
」と
い
う
物
差
し
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

共通事項

商
業
振
興
費
「
ま
ち
な
か
マ
ル
シ
ェ
に
工
夫
を
」

問

橋
本
委
員
／
ま
ち
な
か
マ
ル
シ
ェ
は
食
が
中
心
で
あ

る
が
、
子
ど
も
向
け
の
部
分
が
少
な
く
途
中
で
帰
る
傾
向

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答

商
工
観
光
課
長
／
子
ど
も
職
業
体
験
や
親
子
で
参
加

可
能
な
も
の
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
目
的
は
食
で
は
あ
り

ま
す
が
、
ご
意
見
は
実
行
委
員
会
へ
伝
え
ま
す
。

民生費

公
園
管
理
費
「
公
園
管
理
は
協
働
で
」

問

正
村
委
員
／
ピ
ウ
カ
公
園
造
成
後
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
、
コ
ス
ト
縮
減
や
地
域
住
民
、
自
然
に
関
心
の
あ
る

団
体
等
に
管
理
を
担
っ
て
も
ら
え
な
い
か
、
基
本
設
計
の

中
で
検
討
し
た
の
か
。

答

建
設
都
市
整
備
課
長
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
維

持
管
理
の
観
点
で
も
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後

の
実
施
設
計
に
お
い
て
も
、
町
民
と
の
意
見
交
換
な
ど
を

行
い
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
等
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

災
害
対
策
費
「
自
主
防
災
組
織
」

問

梶
澤
委
員
／
自
主
防
災
組
織
は
設
立
後
の
活
動
が
重

要
と
な
る
。
地
域
の
合
意
形
成
に
対
し
、
町
は
ど
の
よ
う

に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

答

総
務
課
参
事
／
災
害
に
関
す
る
知
識
な
ど
を
ど
う
伝

え
る
か
が
課
題
で
あ
り
、嘱
託
職
員
の
出
前
講
座
や
防
災

訓
練
に
よ
り
機
運
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

福
祉
人
材
確
保
対
策
事
業
「
介
護
職
員
の
研
修
」

問

堀
切
委
員
／
福
祉
人
材
の
確
保
が
難
し
い
中
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修

に
15
名
集
ま
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と
考
え
る
。
毎
年
継
続
し
て
増
や
し

て
い
く
と
良
い
の
で
は
な
い
か
。

答

保
健
福
祉
課
長
／
町
内
事
業
者
の
状
況
を
踏
ま
え
、
２
０
２
５
年
ま
で

に
は
45
名
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農林産業費
障
害
者
福
祉
費
「
障
害
者
就
労
の
課
題
」

問

立
川
委
員
／
障
害
者
就
労
支
援
に
つ
い
て
、
通
勤
手
段
な
ど
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
す
る
た
め
、
当
事
者
や
保
護
者
と
の
情
報
共
有
や
、
地
方
創
生
の
柱

と
し
て
各
課
と
の
情
報
共
有
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答

保
健
福
祉
課
長
／
今
後
の
利
用
を
検
討
し
て
い
る
方
の
課
題
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
家
族
で
の
検
討
が
第
一
で
す
が
、
公
共
交
通
機
関
、
企
業
も
含

め
て
移
動
手
段
の
検
討
は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

商工費土木費消防費介護保険特別会計

特
集　

平
成
30
年
度　

決
算
審
査

乗
用
車
管
理
費
「
公
用
車
の
管
理
状
況
」

問

常
通
委
員
／
公
用
車
へ
の
カ
ー
ナ
ビ
、
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
の
設
置
は
進
め
る
の
か
。
他
自
治
体
で
は
車
検

切
れ
問
題
も
起
き
て
い
る
が
対
策
は
。

答

総
務
課
長
／
消
防
車
両
は
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
優

先
順
位
、
計
画
性
を
も
っ
て
進
め
ま
す
。
各
課
で
管
理
す

る
公
用
車
も
、
車
検
な
ど
は
総
務
課
が
一
括
管
理
し
、
情

報
共
有
し
て
い
ま
す
。

総務費

体
育
施
設
費
「
野
球
場
の
改
修
」

問

鈴
木
委
員
／
野
球
場
は
、
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
の
改
修
に

よ
り
観
覧
席
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
施

工
や
設
計
時
に
検
討
し
な
か
っ
た
の
か
。

答

社
会
教
育
課
長
／
老
朽
化
と
、
台
風
に
よ
る
球
場
の

減
少
で
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
視
点
で
改
修
を
急
い
だ
も
の
で
す
。

今
後
は
他
の
施
設
の
改
修
に
お
い
て
も
観
客
の
視
点
も
持

ち
な
が
ら
取
り
組
む
考
え
で
す
。

教育費
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次
の
ペ
ー
ジ
は「
9
月
定
例
会
議
」「
９
月
補
正
予
算
」

反
対

賛
成×
討
論

　

３
日
間
の
決
算
に
対
す
る
質
疑
を
終
え
、
議
員
個
人
が
決
算
に
対
し「
反
対（
認
定

し
な
い
）」「
賛
成（
認
定
す
る
）」を
表
明
す
る
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
反
対
の
立
場
で
１
人
、
賛
成
の
立
場
で
４
人
が
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
討
論
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

※
10
件
の
議
案
を
一
括
し
て
討
論
す
る
た
め
、
議
案
の
う
ち
１
件
で
も
反
対
要
素
が

あ
れ
ば
、
反
対
の
立
場
で
の
討
論
と
な
り
ま
す
。

討論とは、議員が自
分の賛否の意見を表
明し、その理由を述
べることで他の議員
を自分の意見に賛同
させることを目的に
行います。

賛成討論 反対討論

賛成討論

渡
辺
洋
一
郎
委
員

　

次
の
点
か
ら
反
対
し
ま
す
。

　

第
１
に
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

に
つ
い
て
、
国
保
は
、
高
齢
で
医
療
費

水
準
が
高
い
年
金
生
活
者
や
、
非
正
規

労
働
者
な
ど
低
所
得
者
が
多
い
と
い
う

構
造
的
な
課
題
が
あ
り
、
他
の
医
療
保

険
制
度
に
比
べ
重
い
負
担
を
強
い
る
制

度
で
あ
り
、平
均
保
険
料
は
、協
会
け
ん

ぽ
の
１
・
３
倍
、
組
合
健
保
の
１
・
７
倍
と
い
う
水
準
で
す
。「
国
保
の

都
道
府
県
化
」の
も
と
で
も
、
自
治
体
の
判
断
で
公
費
繰
入
は
可
能
で

あ
り
、町
民
の
暮
ら
し
と
健
康
を
守
る
た
め
に
も
、国
に
対
し
て
公
費
負

担
を
求
め
る
と
と
も
に
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
に
よ
っ
て
保
険
税

の
引
き
下
げ
を
行
う
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

第
２
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
か

ら
低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
料
軽
減
措
置
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
ま
し
た

が
、
多
く
の
被
保
険
者
は
年
金
生
活
者
で
あ
り
、
年
金
支
給
額
減
額
の

中
で
の
保
険
料
負
担
増
加
は
、
高
齢
者
の
生
活
の
質
の
低
下
に
直
結
す

る
も
の
で
す
。

　

第
３
に
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
制
度
改
正
の
度
に
サ
ー

ビ
ス
利
用
は
負
担
増
と
な
り
、
利
用
で
き
る
介
護
度
区
分
が
狭
め
ら
れ
、

介
護
離
職
が
社
会
問
題
と
な
る
な
ど
、
制
度
開
始
時
の
理
念
か
ら
逆
行

し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
本
町
は
道
内
で
も
18
番
目
に
高
い
保
険
料

で
す
。
軽
度
の
段
階
か
ら
質
の
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
保
障
し
て
こ
そ
、
重

度
化
を
防
ぎ
、
将
来
に
お
け
る
介
護
保
険
財
政
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
り
、
利
用
者
負
担
増
は
介
護
行
政
の
後
退
で
す
。

立
川　

美
穂
委
員

　

平
成
30
年
度
予
算
は
、
従
前
の
事
業

継
続
と
、
新
し
い
時
代
の
行
政
経
営
を

見
据
え
た
予
算
編
成
で
あ
り
ま
し
た
。

　

庁
舎
建
設
推
進
事
業
等
で
は
、
公
共

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
マ
ン
ト
の
理
念

の
も
と
、
町
有
財
産
保
有
や
、
公
共
施

設
の
調
達
手
法
に
お
い
て
、
民
間
活
力

を
活
用
し
た
新
し
い
手
法
で
の
事
業
実

施
の
実
績
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
学
等
奨
学
金
貸
付
に
お
い
て
は
、
本
町
出
身
の
子
ど
も
た
ち
が
万

が
一
の
際
に
も
学
業
を
継
続
で
き
る
支
援
体
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

採
用
さ
れ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
は
、
そ
の
ス
キ
ル
を
活
か
す
こ

と
で
、
本
町
に
新
た
な
風
が
吹
く
こ
と
を
今
後
も
期
待
し
ま
す
。

　

障
害
者
就
労
支
援
事
業
の
成
果
と
し
て
、
８
名
の
一
般
就
労
が
実
現

し
て
い
ま
す
。
本
事
業
の
基
盤
と
な
る
発
達
支
援
シ
ス
テ
ム
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
子
育
て
世
代
の
移
住
に
繫
が
る
な
ど
、
新
た
な
波
及
効
果

を
生
み
出
し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
、
誰
も
が
当
た
り
前
に
自
立

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
基
盤
整
備
に
取
り
組
ま
れ
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
前
年
度
を
上
回
る
町
税
収
入
が
あ
り
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
若
年
世
代
の
人
口
流
出
、
少
子
化
、
お
よ
び
超
高
齢
化
な
ど
本

町
が
こ
れ
か
ら
向
か
う
未
来
に
は
不
安
要
素
が
消
え
ま
せ
ん
。
固
定
観

念
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
新
た
な
視
点
を
持
ち
、
今
後
も
町
民
か
ら
お
預

か
り
し
て
い
る
信
託
を
し
っ
か
り
と
運
用
し
、
町
民
の
福
祉
向
上
と
い

う
成
果
物
と
し
て
お
返
し
で
き
る
よ
う
な
町
政
執
行
を
期
待
し
ま
す
。

常
通　

直
人
委
員

　

平
成
30
年
度
は
、
年
度
途
中
で
宮
西
町
政
か
ら

手
島
町
政
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
年
で
も
あ
り
ま

し
た
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
が
で
き
て
お
り
、
予

算
に
計
上
さ
れ
た
新
規
事
業
や
継
続
事
業
は
滞
り

な
く
順
調
に
執
行
さ
れ
た
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
社
会
福
祉
費
の
増
加
、
公
共
施
設
や

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
老
朽
化
対
策
は
重
要
課
題
で
あ

り
、
厳
し
い
財
政
運
営
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
経
常
収
支
比
率
は
年
々
硬
直
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
自
治
体

運
営
の
た
め
に
は「
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
業
」の
取
捨
選
択
の
観
点
を
持
ち
、
厳

し
い
財
政
環
境
に
応
じ
て
頂
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
国
や
北
海
道
の
動
向
を
注
視
し
、
中
・
長
期
的
な
視
点
で
財
政
計
画
を

検
証
し
な
が
ら
、「
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」が
発
揮
で
き
る
よ
う
、
芽
室
町

行
政
経
営
ポ
リ
シ
ー
の
原
理
原
則
・
経
営
理
念
と
経
営
方
針
・
経
営
の
柱
を
念
頭

に
し
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
の
た
め
、
町
民
と
課
題
を
共
有
す
る
た
め
対
話
を
よ
り
重
視
す
る
こ
と
に

期
待
し
ま
す
。

鈴
木　

健
充
委
員

　

人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
町
の
人
口
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
は
、
福
祉
の
充
実
、
経
済
の
発
展
、

生
活
環
境
の
向
上
な
ど
の
観
点
か
ら
、
重
要
課
題

と
考
え
ま
す
。

　

町
内
へ
の
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図
る
た
め
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
導
入
し
、
各
移
住
フ
ェ
ア

に
出
展
し
、
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
方
面
等
、
全

国
的
に
芽
室
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
事
業
は
評
価
で
き
、

ま
た
、
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
奨
励
金
制
度
な
ど
の
見
直
し
に
よ
り
、
転
入
世
帯

が
増
加
し
て
い
る
実
績
と
成
果
も
高
く
評
価
で
き
ま
す
。

　

年
少
人
口
と
、
生
産
年
齢
人
口
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
、
少
子
高
齢
化
を
抑
制

す
る
事
に
つ
な
が
り
、「
み
ん
な
で
創
り　

み
ん
な
で
つ
な
ぐ　

ず
っ
と
輝
く
ま
ち

　

め
む
ろ
」の
実
現
に
向
け
て
、
定
住
促
進
事
業
に
よ
り
本
格
的
な
移
住
人
口
の

増
加
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
他
の
各
事
業
に
お
い
て
も
、
当
初
予
算
に
対
し
て
、
お
お
む
ね
適
正
な
決

算
状
況
と
判
断
し
ま
す
。

正
村
紀
美
子
委
員

　

農
業
粗
生
産
額
が
過
去
最
高
と
な
り
農
業
所
得

や
民
間
給
与
が
増
加
し
、
工
業
団
地
の
設
備
投
資

も
積
極
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
町
税
全
体
で
増

収
と
な
り
ま
し
た
が
、
財
源
不
足
に
備
え
る
財
政

調
整
基
金
は
平
成
30
年
度
残
高
が
10
億
円
ほ
ど
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
開
発
事
業
特
別
会
計
の
繰

越
金
に
つ
い
て
は
、
12
月
定
例
会
議
で
具
体
的
な

処
理
を
提
示
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、

基
金
残
高
が
著
し
く
少
な
い
財
政
調
整
基
金
に
充
て
る
な
ど
将
来
に
備
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

病
院
事
業
会
計
は
、
医
師
不
足
や
産
婦
人
科
の
休
診
、
患
者
数
の
減
、
資
金
不

足
比
率
も
15
・
５
％
で
前
年
度
と
同
様
の
厳
し
い
経
営
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
特

に
一
時
借
入
金
は
経
営
に
直
結
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
１
年
毎
に
１
億
円
を

支
出
す
る
町
の
方
針
で
は
５
年
先
の
完
済
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
経
営
状
況
を
健
全

に
し
、
そ
の
後
に
改
革
を
進
め
る
方
針
に
改
め
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
す
。
町

民
の
み
な
ら
ず
、
ド
ク
タ
ー
ほ
か
関
係
す
る
職
員
の
士
気
に
も
関
わ
る
こ
の
課
題

は
、
議
会
に
お
い
て
も
今
後
議
論
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
集
会
施
設
の
民
間
リ
ー
ス
方
式
は
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
照

ら
し
て
面
積
、
コ
ス
ト
が
ど
れ
だ
け
削
減
さ
れ
た
の
か
改
め
て
検
証
し
た
上
で
、

今
後
も
地
域
集
会
施
設
の
再
整
備
の
制
度
と
す
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
し
、

町
内
業
者
へ
の
支
援
と
い
う
側
面
は
別
の
手
法
を
検
討
す
べ
き
で
す
。

　

人
件
費
や
扶
助
費
の
増
加
、
公
共
施
設
イ
ン
フ
ラ
更
新
な
ど
の
財
政
硬
直
化
に

加
え
、
病
院
経
営
や
嵐
山
の
改
革
な
ど
、
山
積
す
る
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め

よ
り
一
層
の
財
源
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
目
的
を
達
成
し
た
事
業
は
方
針
を
見
直
し
、
新
た
な
課
題
に
対
応
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
財
源
を
ど
う
振
り
分
け
る
か
、
厳
し
い
選
択
が

問
わ
れ
る
時
は
も
う
目
の
前
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
行
政
経
営
を
し
て

い
く
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
未
来
を
見
据
え
た
政
策
の
実
現
を
お
願
い
し

ま
す
。

特
集　

平
成
30
年
度　

決
算
審
査
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９月
定例会議

９月
補正予算

町
長
か
ら
の
提
案
議
案
は
、す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決

令
和
元
年
度
補
正
予
算
案
を
可
決

程ほ
ど

野の　

仁ひ
と
し

氏
の
教
育
長
任
命
に
全
会
一
致
で
同
意

一
般
会
計
の
総
額
は
１
３
１
億
２
，４
２
２
万
４
千
円
に

　

９
月
３
日
に
始
ま
っ
た
９
月
定
例
会

議
は
、
18
日
、
19
日
の
一
般
質
問
を
経

て
、
９
月
25
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
議
に
お
い
て
は
、
平
成
30
年

度
会
計
の
決
算
審
査
や
条
例
の
制
定
・

改
正
の
ほ
か
、
教
育
長
の
任
命
同
意
、

選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
５
人
が
登
壇
し
、
町
政

の
課
題
や
考
え
を
問
い
質
し
ま
し
た
。

（
※
一
般
質
問
は
11
月
号
に
掲
載
し
ま
す
）

　

補
正
予
算
は
、
初
日（
９
月
３
日
）に
一
般
会

計
と
２
特
別
会
計
、
最
終
日（
９
月
25
日
）に
一

般
会
計
、
１
特
別
会
計
及
び
１
事
業
会
計
が
町

か
ら
提
案
さ
れ
、
質
疑
を
経
て
採
決
を
行
い
、

す
べ
て
の
会
計
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

・
任
命
同
意

　

９
月
30
日
に
任
期
満
了
と
な
る
、
教

育
長
及
び
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

同
意
し
ま
し
た
。

・
条
例
制
定

　
「
芽
室
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
」

の
制
定
は
、
総
務
経
済
常
任
委
員
会
に

審
査
が
付
託
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
報
告
を
受
け
、
本
会

議
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
意
見
書
提
出

　

議
員
提
案
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
、「
林

業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け

た
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見

書
」は
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
衆
議

院
議
長
ほ
か
関
係
機
関
に
送
付
さ
れ
ま

し
た
。（
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

・
選　

挙

　

選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙

は
、
議
長
に
よ
る
指
名
推
選
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
当
選
人
は
次
の
と
お
り
で

町
長
提
案
等
　
30
件

・
行
政
報
告　
　

３
件

・
諮
問　
　
　
　

１
件

・
任
命
同
意　
　

２
件

・
条
例
制
定　
　

１
件

・
条
例
改
正　
　

５
件

・
決
算
認
定　
　

10
件

・
報
告　
　
　
　

１
件

・
剰
余
金
処
分　

１
件

・
補
正
予
算　
　

６
件

議
会
提
案
等
　
２
件

・
意
見
書
提
出　

１
件

・
選
挙　
　
　
　

１
件

主
な
内
容

・
行
政
報
告

　

９
月
１
日
付
で
公
立
芽
室
病
院
に
内

科
医
１
名
が
赴
任
し
、
内
科
の
午
後
診

療（
木
曜
除
く
）が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

第
９
回　

９
月
５
日（
木
）

第
10
回　

９
月
13
日（
金
）

調
査
内
容

第
10
回　

９
月
３
日（
火
）

第
11
回　

９
月
25
日（
水
）

調
査
内
容

　

10
月
に
実
施
す
る
先
進
地
事
務
調
査

や
議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
テ
ー
マ
設
定

な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

９月 の委員会活動報告

総
務
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

一般会計補正予算（歳出）
項　目 金　額 主な使いみち

議 会 費 31万６千円 議会運営活動事業（30万２千円）

総 務 費 1,304万２千円 定住促進事業（460万円）

民 生 費 837万２千円 障害者自立支援給付事業（434万５千円）

衛 生 費 184万０千円 乳幼児健診・相談事業（97万９千円）

農 林 産 業 費 ７億4,754万６千円 畑作構造転換事業（１億3,404万１千円）
産地パワーアップ事業補助金（５億6,899万円）

商 工 費 685万９千円 新嵐山スカイパーク運営支援事業（499万８千円）

土 木 費 3,237万７千円
橋りょう長寿命化事業（1,091万４千円）
町道・歩道・駐車場等維持管理事業（1,213万６
千円）

教 育 費 676万７千円 各種大会出場支援事業（343万８千円）

予 備 費 961万２千円

合 計 ８億2,673万１千円

※一般会計は初日と最終日の提案を合算しています

特別会計、事業会計補正予算（歳出）
会　計 金　額 主な使いみち

後 期 高 齢 者
医 療 特 別 会 計 12万１千円 保険料還付金（12万１千円）

介 護 保 険 特 別 会 計 939万１千円 高額医療合算介護サービス費（314万６千円）

集 落 排 水 特 別 会 計 ５万９千円

公立芽室病院事業会計 216万３千円 訴訟事務委託料（216万円）

次
の
ペ
ー
ジ
は「
議
会
白
書
」「
審
議
し
た
議
案
と
各
議
員
の
賛
否
」

す
。

　

選
挙
管
理
委
員（
４
名
）

　
　

山
上
美
樹
彦
氏

　
　

小
林
美
恵
子
氏

　
　

阿
部　

忠
治
氏

　
　

岩
井　

友
美
氏

　

選
挙
管
理
委
員
補
充
員（
４
名
）

　
　

金
井　

裕
次
氏

　
　

吉
口
美
喜
子
氏

　
　

宮
間　

教
年
氏

　
　

大
塚　

玲
奈
氏

（
補
充
員
は
順
位
順
に
記
載
し
て
い
ま
す
）

起立による採決（賛成者が起立します）

議場で退任挨拶する武田孝憲前教育長
２期７年間お疲れ様でした

　

哺
育
育
成
施

設
の
進
捗
状
況

や
新
嵐
山
の
活

用
な
ど
に
つ
い

て
の
調
査
と
、

付
託
さ
れ
た
条

例
制
定
に
つ
い

て
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

めむろ散走
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次
の
ペ
ー
ジ
は「
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
声
」「
編
集
後
記
」

審議した議案と各議員の賛否 ９月定例会議 令和元年９月　延べ21時間52分活動しました！議会白書

会　議　名
日　　時 休憩

時間
実質
時間

議　　件
傍聴
人数

ネット中継
アクセス数会議時間

本 会 議 ９月定例会議

９月３日
１:05 １:06 ・芽室町教育委員会教育長任命につき同意を求める件�

・芽室町森林環境譲与税基金条例制定の件　他 ２ (155)
９:30～11:41

９月18日
１:56 ３:03 ・�一般質問４人（渡辺洋一郎、堀切忠、中田智惠子、

立川美穂） ６ 160 
９:30～14:28

９月19日
０:15 １:23 ・一般質問１人（正村紀美子） １ 382 

９:30～11:08

９月25日
０:16 ０:52

・�平成30年度芽室町健全化判断比率及び資金不足比率
報告の件

・�芽室町選挙管理委員及び同補充員の選挙について　
他

８ (119)
９:30～10:38

常 任 委 員 会

総務
経済

第９回
９月５日

０:08 １:12
・�議案第29号　芽室町森林環境譲与税基金条例制定の
件

・家畜ふん尿処理施設整備事業について　他
０ (421)

13:30～14:50

第10回
９月13日

０:11 ０:08 ・�議案第29号　芽室町森林環境譲与税基金条例制定の
件 ０ (91)

10:15～10:34

厚生
文教

第10回
９月３日

０:00 ０:22 ・先進地事務調査について
・議会モニター会議のテーマ設定について ０ (155)

13:30～13:52

第11回
９月25日

０:01 ０:27
・�民法改正等に伴う公営住宅管理条例等の改正につい
て

・先進地事務調査について　他
１ (119)

11:00～11:28

議 会 運 営 委 員 会

第９回
９月５日

０:00 ０:14 ・９月定例会議における一般質問について
・議会だより９月号の編集について　他 ０ (421)

９:30～９:44

第10回
９月20日

０:22 ２:10
・�令和元年芽室町議会定例会９月定例会議の運営につ
いて

・議会だより10月号について　他
１ 36 

９:30～12:02

予 算 決 算 特 別 委 員 会

第４回
９月３日

０:00 ０:51 ・令和元年度補正予算（一般会計、２特別会計） ２ (155)
10:45～11:36

第５回
９月９日

１:56 ２:44 ･�平成30年度一般会計、７特別会計、２事業会計決算
認定10件の審査 １ 347 

９:30～14:10

第５回
９月11日

１:54 ４:16 ･ 決算審査 ( 議会費～商工費） １ 575 
９:30～15:40

第５回
９月12日

２:07 ２:03 ・決算審査（土木費～災害復旧費）歳入全般 １ 736 
９:30～13:40

第５回
９月13日

０:00 ０:20 ・決算審査（全会計一括討論・全会計一括採決） １ (91)
９:30～９:50

第６回
９月25日

０:00 ０:13 ・�令和元年度補正予算（一般会計、１特別会計、１事
業会計） ２ (119)

10:08～10:21

全 員 協 議 会

第５回
９月３日

０:00 ０:01 ・�人権擁護委員推薦につき求められた意見の取りまと
めについて ２ (155)

９:40～９:41

第６回
９月３日

０:00 ０:27 ・令和元年度議会活性化計画について ０ (155)
11:50～０:17

合　計 32:03 10:11 21:52 計29 平均244

（　）　同一日に複数の会議が中継された場合は各会議の合計アクセス数を表示

議
員
提
案
に
よ
る

意
見
書
を
可
決

　
「
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書
」を
、
衆
議

院
議
長
な
ど
関
係
機
関
に
提
出
す

る
よ
う
提
案
が
あ
り
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１�　

森
林
の
多
面
的
機
能
を
持
続

的
に
発
揮
し
、
林
業
・
木
材
産

業
の
振
興
と
山
村
に
お
け
る
雇

用
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
森

林
整
備
事
業
及
び
治
山
事
業
の

財
源
を
十
分
か
つ
安
定
的
に
確

保
す
る
こ
と
。

２�　

森
林
整
備
事
業
の
都
道
府
県
・

市
町
村
負
担
分
の
起
債
を
可
能

と
す
る
地
方
債
の
特
例
措
置
を

継
続
す
る
こ
と
。

３�　

森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
通

じ
て
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長

産
業
化
を
実
現
す
る
た
め
、
地

域
の
実
情
を
十
分
に
踏
ま
え
、

森
林
整
備
か
ら
木
材
の
加
工
・

流
通
、
利
用
ま
で
の
一
体
的
な

取
組
み
や
森
林
づ
く
り
を
担
う

林
業
事
業
体
や
人
材
の
育
成
に

必
要
な
支
援
措
置
を
充
実
・
強

化
す
る
こ
と
。
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12友だちになってね!!
＠memuro-gikai2014

芽室町議会の概要を紹介

▲

スマートフォンサイトを見る

スマートフォンサイト
公式 facebook ページ
http://www.facebook.com/memuro.gikai

公式 Twitterアカウント
@memuro_gikai

編
集

後
記

■
第
１
回
モ
ニ
タ
ー
会
議
で

は
多
様
な
ご
意
見
を
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
い
ま
各

常
任
委
員
会
で
は
ご
意
見
の

取
り
扱
い
や
第
２
回
の
テ
ー

マ
選
定
な
ど
を
協
議
中
。
目

に
見
え
る
成
果
を
目
指
し
て

力
を
尽
く
し
ま
す
。

正村紀美子 中村和宏

■
先
月
も
書
か
せ
て
頂
き
ま

し
た
が
、
爽
や
か
な
季
節
、

み
な
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し

で
す
か
。
本
を
読
ん
だ
り
ゆ

っ
く
り
と
好
き
な
音
楽
を
聴

き
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
、

な
か
な
か
時
間
っ
て
つ
く
れ

な
い
も
の
で
す
ね
。

鈴木健充

■
今
年
の
収
穫
の
秋
は
、
十

勝
晴
れ
の
穏
や
か
な
優
し
い

日
に
め
ぐ
ま
れ
、
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
ね
。
我
が
町
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
経

営
発
展
を
、応
援
し
ま
し
ょ
う
。

表紙写真
　農業小学校のほ場でも「収
穫の秋」を迎えました。桑
野楓菜さん（７歳）は「大き
いジャガイモがたくさん収
穫できて楽しかった。みん
なで食べたじゃがバターが
美味しかった」と話してく
れました。

議
会
を
見
る
べ
き

議
会
を
傍
聴
し
て

鈴木　　賢
モニター

中田　照子
モニター

　

農
繁
期
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

運
良
く
都
合
が
つ
い
た
の
で
議

会
運
営
委
員
会
を
見
る
機
会
が

得
ら
れ
ま
し
た
。
丁
度
、
議
題

が
議
会
モ
ニ
タ
ー
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
興
味
を

持
ち
な
が
ら
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
思
っ
て
い
た
よ

り
も
淡
々
と
議
事
が
進
む
ん
だ

な
ぁ
…
と
思
っ
た
矢
先
、
委
員

長
よ
り「
暫
時
休
憩
と
し
ま
す
」

の
一
言
で
、
委
員
か
ら
活
発
な

議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
光
景
を

目
の
当
た
り
に
し
て
驚
き
ま
し

た
。

　

も
し
か
し
て
…
と
思
い
、
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と

委
員
会
の
様
子
が
中
継
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ

の
中
継
を
意
識
し
て
い
る
の
で

　

初
め
て
町
議
会
を
傍
聴
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
の

声議
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
さ
れ

る
よ
う
に
見
え
る
だ
け
な
ん
だ

と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
れ
は
委
員
会
を
見
学

し
た
者
の
み
が
知
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
も
っ
た
い
な
い
と
い

う
気
持
ち
を
同
時
に
持
ち
ま
し

た
。

　

ネ
ッ
ト
中
継
も
然
り
、
町
民

の
皆
様
に
は
一
度
議
会
や
委
員

会
へ
足
を
運
ん
で
実
際
に
町
議

が
ど
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
か
、

と
い
う
姿
を
見
て
い
た
だ
け
た

ら
町
政
へ
の
関
心
の
第
一
歩
に

も
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
と

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

芽
室
町
内
の
中
で
、
い
ろ
ん

な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち

が
大
勢
い
る
事
を
知
り
ま
し
た
。

そ
の
人
た
ち
の
悩
み
と
か
不
安

な
ど
を
助
け
る
た
め
の
政
策
と

要
望
に
答
え
る
た
め
の
町
職
員

と
議
員
さ
ん
と
の
間
で
あ
つ
い

議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

初
め
て
体
験
し
ま
し
た
。

公
立
芽
室
病
院
と
の
意
見
交
換

　

９
月
19
日
に
13
名
の
議
員
が
、
各

セ
ク
シ
ョ
ン
を
巡
回
し
、
ス
タ
ッ
フ

か
ら
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
会
議

室
で
小
窪
院
長
を
は
じ
め
各
医
師
か

ら
現
状
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
受
け

ま
し
た
。

議会のインターネット
中継はコチラから視聴
できます。
（録画もあります）

め
む
ろ
議
会
だ
よ
り
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